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Cockcroft-Gault方程式によるクレアチニンクリアランス(C-G Ccr)、日本人用 estimated GFR（eGFR）を
用いている。化学療法のレジメンは、ゲムシタビン＋シスプラチン併用療法（GC 療法）とメトトレキ
サート＋ビンブラスチン＋ドキソルビシン＋シスプラチン併用療法（MVAC/MEC療法）、ゲムシタビン
＋カルボプラチ ン併用 /ゲムシタビン＋カルボプラチ ン＋タキソテール 併用療法
（GEM+CBDCA/GEM+CBDCA+TXT療法）、ゲムシタビン＋タキソール併用療法（GEM+Taxol療法）、
それ以外の 5群に分類し解析された。化学療法の効果判定は、同一レジメンでの最大効果を画像にて判
定し、腫瘍の消失を CR（complete response），50％以上の縮小を PR（partial response）， 25％以上の増大
を progressive disease，それ以外を no changeの 4段階で示し、化学療法後の外科的切除についても調査
された。また、化学療法のコースごとに発生した最大の有害事象を CTCAEv4.0-JCOGに基づき判定して
いる。著者は最終ステータスとして、最終確認日、予後(癌なし生存，癌あり生存，癌あり生存（化学療





適格性を満足し臨床情報が収集され解析可能であった症例は 345 例（男性 245 例、女性 100 例）で、
原疾患は膀胱癌 162例、腎盂尿管癌 161例、膀胱癌と腎盂尿管癌併発は 22例であった。GC療法が 105
例、MVAC/MEC療法が 136例、GEM+CBDCA/GEM+CBDCA+TXT療法が 47例、GEM+Taxol療法が 28
例、その他 29例であった。 




 各レジメンの CR率は GC療法が 10.5%、MVAC/MEC療法が 8.1%、GEM+CBDCA/GEM+CBDCA+TXT
療法が 4.3%、GEM+Taxol療法が 0%であった。奏効率（CR+PR）は GC療法が 52.4%、MVAC/MEC療
法が 35.3%、GEM+CBDCA/GEM+CBDCA+TXT療法が 51.1%、GEM+Taxol療法が 39.3%であった。 
 GC療法群の 3年生存率は 22％であった。この群で eGFR 60以上と 60未満の生存曲線を比較すると
eGFR 60以上では 3年生存率 31.4％、eGFR60未満では 14.1％であったが、統計学的な有意な差は得ら
れていない(p=0.075)。eGFR60 未満の群で投与量減量を行わなかった群と行った群で比較すると 1 年生

















平成 29 年 1 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
